
(57)【要約】

【課題】Ｕ文字状に折り畳んで收納することができる休

憩用枕を提供する。

【解決手段】脹らみ且つ柔軟で回復弾性の良い軟性材質

により作製され、中間に、頭部と頚部を支持するための

円弧状の突起部が設けられ、当該突起部の両側と後端に

、手を支持するための平台が設けられる掛け枕と、当該

掛け枕の底部に貼り付けられ、上に若干の係合素子があ

る上層板と、上に、当該上層板の係合素子と係合するた

めの若干の係合素子があり、中間に二つの折り凹み部が

設けられる底層板と、が含有される。

【選択図】図２
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
脹 ら み 且 つ 柔 軟 で 回 復 弾 性 の 良 い 軟 性 材 質 に よ り 作 製 さ れ 、 中 間 に 、 頭 部 と 頚 部 を 支 持 す
る た め の 円 弧 状 の 突 起 部 が 設 け ら れ 、 当 該 突 起 部 の 両 側 と 後 端 に 、 手 を 支 持 す る た め の 平
台 が 設 け ら れ る 掛 け 枕 と 、
　 　 当 該 掛 け 枕 の 底 部 に 貼 り 付 け ら れ 、 上 に 若 干 の 係 合 素 子 が あ る 上 層 板 と 、
　 　 上 に 、 当 該 上 層 板 の 係 合 素 子 と 係 合 す る た め の 若 干 の 係 合 素 子 が あ り 、 中 間 に 二 つ の
折 り 凹 み 部 が 設 け ら れ る 底 層 板 と 、
　 　 が 含 有 さ れ 、
Ｕ 文 字 状 に 折 り 畳 ん で 收 納 す る こ と が で き る 、
こ と を 特 徴 と す る 休 憩 用 枕 。
【 請 求 項 ２ 】
当 該 掛 け 枕 が 、 軟 質 の プ ラ ス チ ッ ク （ ゴ ム ） 材 質 か ら 作 製 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ に 記 載 の 休 憩 用 枕 。
【 請 求 項 ３ 】
当 該 掛 け 枕 が 、 発 泡 体 か ら 作 製 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 休 憩 用 枕 。
【 請 求 項 ４ 】
当 該 掛 け 枕 が 、 ラ テ ッ ク ス 材 質 か ら 作 製 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 休 憩 用
枕 。
【 請 求 項 ５ 】
当 該 上 層 板 と 底 層 板 の 係 合 素 子 が 、 係 合 突 出 と 係 合 槽 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に
記 載 の 休 憩 用 枕 。
【 請 求 項 ６ 】
当 該 上 層 板 と 底 層 板 の 係 合 素 子 が 、 磁 石 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 休 憩 用
枕 。
【 請 求 項 ７ 】
当 該 上 層 板 と 底 層 板 の 係 合 素 子 が 、 マ ジ ッ ク テ ー プ （ 登 録 商 標 ） で あ る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ に 記 載 の 休 憩 用 枕 。
【 請 求 項 ８ 】
当 該 上 層 板 と 底 層 板 の 係 合 素 子 が 、 雄 雌 係 合 部 品 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載
の 休 憩 用 枕 。
【 請 求 項 ９ 】
当 該 底 層 板 の 両 端 の 外 側 に お い て 、 対 応 す る 位 置 に 、 そ れ ぞ れ 、 互 い に 係 合 で き る 係 合 素
子 が 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 休 憩 用 枕 。
【 請 求 項 １ ０ 】
当 該 係 合 素 子 が 、 磁 石 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 休 憩 用 枕 。
【 請 求 項 １ １ 】
当 該 係 合 素 子 が 、 雄 雌 係 合 部 品 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 休 憩 用 枕 。
【 請 求 項 １ ２ 】
当 該 係 合 素 子 が 、 係 合 部 品 と 掛 け 止 め 紐 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 休 憩 用
枕 。
【 請 求 項 １ ３ 】
当 該 係 合 素 子 が 、 マ ジ ッ ク テ ー プ （ 登 録 商 標 ） で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の
休 憩 用 枕 。
【 請 求 項 １ ４ 】
当 該 底 層 板 と 上 層 板 と 掛 け 枕 が 折 り 畳 ま れ て 箱 に 収 納 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に
記 載 の 休 憩 用 枕 。
【 請 求 項 １ ５ 】
当 該 底 層 板 と 上 層 板 と の 間 に 、 更 に 間 隔 板 が 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載
の 休 憩 用 枕 。

10

20

30

40

50

(2) JP 3127737 U 2006.12.14



【 請 求 項 １ ６ 】
当 該 間 隔 板 が 、 軟 質 の プ ラ ス チ ッ ク （ ゴ ム ） 材 質 か ら 作 製 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ ５ に 記 載 の 休 憩 用 枕 。
【 請 求 項 １ ７ 】
当 該 間 隔 板 が 、 発 泡 体 か ら 作 製 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 休 憩 用 枕 。
【 請 求 項 １ ８ 】
当 該 間 隔 板 が 、 ラ テ ッ ク ス 材 質 か ら 作 製 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 休 憩
用 枕 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 　 本 考 案 は 、 休 憩 用 枕 に 関 し 、 特 に 、 頭 部 と 頚 部 及 び 手 が 、 快 適 に 支 持 さ れ て 麻 痺 し な
く 、 收 納 に 容 易 で き 保 管 空 間 を 取 ら な い も の に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
「 休 憩 に よ り 、 よ り 遠 い 道 を 歩 く た め で あ る 」 た め 、 サ ラ リ ー マ ン や 生 徒 等 は 、 机 の 上 で
昼 寝 や 一 時 的 に 休 憩 す る こ と が あ り 、 ま た 、 昼 寝 や 休 憩 の 姿 勢 は 、 次 の よ う で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
手 を 枕 と し て 、 頭 部 を 手 の 上 に 寄 り 掛 か る 姿 勢 が あ る が 、 こ の よ う な 姿 勢 で あ る 場 合 、 手
や 顔 が 、 麻 痺 す る こ と が あ り 、 そ し て 、 頭 部 や 肩 、 頚 椎 或 い は 手 等 が 疲 れ て 痛 む 恐 れ が あ
る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
昼 寝 の た め の 枕 や 抱 き 枕 を 枕 と し て 、 頭 を 寄 掛 か っ て 寝 る 場 合 、 昼 寝 の た め の 枕 や 抱 き 枕
の 体 積 が 比 較 的 に 小 さ く 、 ま た 、 手 が 支 持 さ れ ず 、 机 の 上 に 放 置 さ れ て 肘 が 、 机 の 表 面 と
摩 擦 す る た め 、 頭 部 や 頚 部 及 び 手 が 、 痺 れ て し ま い 、 ま た 、 昼 寝 の た め の 枕 や 抱 き 枕 は 、
サ ラ リ ー マ ン や 生 徒 に と っ て 、 收 納 す る こ と が 、 便 利 で は な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
ま た 、 図 １ の よ う な 支 持 ス タ ン ト 付 き の 掛 け 枕 を 使 用 す る 場 合 、 支 持 ス タ ン ト １ に よ り 、
掛 け 枕 ２ が 高 く な り 、 ま た 、 適 当 な 角 度 に な る が 、 手 が 支 持 さ れ て い な く 、 ま た 、 支 持 ス
タ ン ト １ と 掛 け 枕 ２ と を 收 納 す る こ と が 容 易 で は な い た め 、 実 用 的 で は な い 。
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 考 案 の 主 な 目 的 は 、 頭 部 と 頚 部 及 び 手 が 、 快 適 に 支 持 さ れ て 、 痺 れ る こ と が な く て 、 よ
り 良 い 休 憩 が 得 ら れ る 休 憩 用 枕 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 考 案 の 他 の 目 的 は 、 容 易 に 收 納 で き 、 保 管 空 間 が 取 ら な い 休 憩 用 枕 を 提 供 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
請 求 項 １ の 考 案 は 、 脹 ら み 且 つ 柔 軟 で 回 復 弾 性 の 良 い 軟 性 材 質 に よ り 作 製 さ れ 、 中 間 に 、
頭 部 と 頚 部 を 支 持 す る た め の 円 弧 状 の 突 起 部 が 設 け ら れ 、 当 該 突 起 部 の 両 側 と 後 端 に 、 手
を 支 持 す る た め の 平 台 が 設 け ら れ る 掛 け 枕 と 、 当 該 掛 け 枕 の 底 部 に 貼 り 付 け ら れ 、 上 に 若
干 の 係 合 素 子 が あ る 上 層 板 と 、 上 に 、 当 該 上 層 板 の 係 合 素 子 と 係 合 す る た め の 若 干 の 係 合
素 子 が あ り 、 中 間 に 二 つ の 折 り 凹 み 部 が 設 け ら れ る 底 層 板 と 、 が 含 有 さ れ 、 Ｕ 文 字 状 に 折
り 畳 ん で 收 納 す る こ と が で き る こ と を 特 徴 と す る 休 憩 用 枕 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
請 求 項 ２ の 考 案 は 、 当 該 掛 け 枕 が 、 軟 質 の プ ラ ス チ ッ ク （ ゴ ム ） 材 質 か ら 作 製 さ れ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 休 憩 用 枕 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
請 求 項 ３ の 考 案 は 、 当 該 掛 け 枕 が 、 発 泡 体 か ら 作 製 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記
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載 の 休 憩 用 枕 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
請 求 項 ４ の 考 案 は 、 当 該 掛 け 枕 が 、 ラ テ ッ ク ス 材 質 か ら 作 製 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ に 記 載 の 休 憩 用 枕 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
請 求 項 ５ の 考 案 は 、 当 該 上 層 板 と 底 層 板 の 係 合 素 子 が 、 係 合 突 出 と 係 合 槽 で あ る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 休 憩 用 枕 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
請 求 項 ６ の 考 案 は 、 当 該 上 層 板 と 底 層 板 の 係 合 素 子 が 、 磁 石 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ に 記 載 の 休 憩 用 枕 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
請 求 項 ７ の 考 案 は 、 当 該 上 層 板 と 底 層 板 の 係 合 素 子 が 、 マ ジ ッ ク テ ー プ （ 登 録 商 標 ） で あ
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 休 憩 用 枕 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
請 求 項 ８ の 考 案 は 、 当 該 上 層 板 と 底 層 板 の 係 合 素 子 が 、 雄 雌 係 合 部 品 で あ る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ に 記 載 の 休 憩 用 枕 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
請 求 項 ９ の 考 案 は 、 当 該 底 層 板 の 両 端 の 外 側 に お い て 、 対 応 す る 位 置 に 、 そ れ ぞ れ 、 互 い
に 係 合 で き る 係 合 素 子 が 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 休 憩 用 枕 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
請 求 項 １ ０ の 考 案 は 、 当 該 係 合 素 子 が 、 雄 雌 係 合 部 品 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に
記 載 の 休 憩 用 枕 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
請 求 項 １ １ の 考 案 は 、 当 該 係 合 素 子 が 、 係 合 部 品 と 掛 け 止 め 紐 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ９ に 記 載 の 休 憩 用 枕 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
請 求 項 １ ２ の 考 案 は 、 当 該 底 層 板 と 上 層 板 と 掛 け 枕 が 折 り 畳 ま れ て 箱 に 収 納 さ れ る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 休 憩 用 枕 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
請 求 項 １ ３ の 考 案 は 、 当 該 底 層 板 と 上 層 板 と の 間 に 、 更 に 間 隔 板 が 設 け ら れ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 休 憩 用 枕 で あ る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 　 本 考 案 は 、 図 ２ と ３ の よ う に 、 掛 け 枕 ３ と 上 層 板 ４ 及 び 底 層 板 ５ が 含 有 さ れ 、 当 該 掛
け 枕 ３ は 、 脹 ら み 且 つ 柔 軟 で 、 回 復 弾 性 の 良 い 軟 性 材 質 に よ り 一 体 成 型 さ れ 、 例 え ば 、 軟
質 の プ ラ ス チ ッ ク （ ゴ ム ） や 発 泡 体 或 い は ラ テ ッ ク ス 材 質 等 で あ り 、 そ の 中 間 に 、 円 弧 状
の 突 起 部 ３ １ が 設 け ら れ 、 当 該 突 起 部 ３ １ の 両 側 と 後 端 に 、 更 に 、 平 台 ３ ２ が あ り 、 上 層
板 ４ と 底 層 板 ５ と が 、 プ ラ ス チ ッ ク 材 質 で 一 体 成 型 さ れ 、 例 え ば 、 Ａ Ｂ Ｓ や Ｐ Ｐ 或 い は Ｐ
Ｅ 等 で あ り 、 或 い は 、 よ り 厚 い 紙 板 の 外 に プ ラ ス チ ッ ク 皮 革 や 合 成 皮 革 を 被 覆 す る ノ ー ト
ブ ッ ク の 形 態 で あ り 、 両 者 の 間 に 、 若 干 の 互 い に 係 合 で き る 係 合 素 子 が あ り 、 係 合 素 子 は
、 図 ４ の よ う に 、 弾 性 係 合 槽 ４ １ と 係 合 突 出 ５ １ か ら な り 、 当 該 上 層 板 ４ は 、 掛 け 枕 ３ の
底 部 に 粘 着 さ れ 、 底 層 板 ５ の 中 間 に 、 二 つ の 折 り 凹 み 部 ５ ２ が あ り 、 当 該 折 り 凹 み 部 に よ
り 、 Ｕ 文 字 状 や 書 類 挟 み に 折 り 畳 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 　 上 記 の よ う な 構 造 を 組 立 て る と 、 図 ３ の よ う に 、 底 層 板 ３ と 上 層 板 ４ と は 、 掛 け 枕 の
平 台 ３ ２ の 底 部 に 設 け ら れ 、 こ れ に よ り 、 平 ら に 机 の 上 の よ う な 平 面 に 放 置 で き 、 昼 寝 や
休 憩 の 時 、 頭 部 を 、 掛 け 枕 の 突 起 部 ３ １ の 上 に 寄 掛 か り 、 図 ５ の よ う に 、 掛 け 枕 ５ の 脹 ら
み と 柔 軟 の 特 性 を 利 用 し て 、 頭 部 と 頚 部 が 快 適 に 支 持 さ れ 、 ま た 、 手 が 、 ９ ０ 度 に 湾 曲 し
て 平 ら に 掛 け 枕 の 平 台 ３ ２ 上 に 放 置 で き 、 肘 が 、 快 適 に 支 持 さ れ 、 そ の た め 、 よ り 快 適 な
休 憩 姿 勢 が 取 ら れ 、 こ の 時 、 頚 椎 が 手 よ り 高 く 、 肘 が 快 適 に 支 持 さ れ る た め 、 頭 部 や 頚 部
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、 手 及 び 顔 が 、 麻 痺 し な く て 、 よ り 十 分 且 つ 良 い 休 憩 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 　 具 体 的 に 言 え ば 、 本 考 案 に 係 わ る 掛 け 枕 ３ は 、 人 間 工 学 設 計 に よ り 、 頭 部 や 頚 部 及 び
手 が 、 よ り 良 い 快 適 に 支 持 さ れ 、 そ の た め 、 休 憩 の 時 、 麻 痺 な ど の こ と な く 、 精 神 体 力 が
す っ き り と な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 　 使 用 し な い 時 、 底 層 板 の 折 り 凹 み 部 ５ ２ に よ り 、 上 層 板 ４ と 掛 け 枕 ３ を 書 類 挟 み の 形
態 （ 即 ち 、 Ｕ 文 字 状 ） に 折 り 畳 む こ と が で き 、 そ し て 、 図 ６ の よ う に 、 箱 ６ に 収 納 で き 、
ま た 、 机 の 上 に あ る 本 棚 に 、 或 い は 、 書 類 棚 に 収 納 で き 、 ま た 、 引 出 し 内 に 収 納 で き る た
め 、 收 納 が 容 易 で 、 保 管 空 間 を 節 約 で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 　 本 考 案 は 、 更 に 、 底 層 板 ５ の 両 端 の 外 側 に お い て 、 対 応 す る 位 置 に 、 互 い に 係 合 で き
る 係 合 素 子 を 設 け 、 例 え ば 、 図 ７ の よ う な 磁 石 ６ １ や 図 ８ の よ う な 雄 雌 係 合 部 品 ６ ２ 、 ６
３ 、 図 ９ の よ う な 係 合 部 品 ６ ４ と 掛 け 止 め 紐 ６ ５ 或 い は 図 １ ０ の マ ジ ッ ク テ ー プ （ 登 録 商
標 ） ６ ６ 等 で あ り 、 こ れ に よ り 、 底 層 板 ５ と 上 層 板 ４ に よ り 掛 け 枕 ３ が 折 り 畳 ま れ て 固 定
さ れ 、 そ し て 、 机 の 上 や 書 類 棚 或 い は 引 出 し に 收 納 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 　 ま た 、 図 １ １ と １ ２ の よ う に 、 本 考 案 は 、 更 に 、 上 層 板 ４ ’ と 底 層 板 ５ ’ と の 間 に 、
間 隔 板 ７ が 設 け ら れ て も 良 く 、 当 該 間 隔 板 ７ は 、 掛 け 枕 ３ ’ と 同 じ 、 脹 ら み 且 つ 柔 軟 で 、
回 復 弾 性 の 良 い 軟 性 材 質 に よ り 一 体 成 型 さ れ 、 例 え ば 、 軟 質 の プ ラ ス チ ッ ク （ ゴ ム ） や 発
泡 体 或 い は ラ テ ッ ク ス 材 質 等 で あ り 、 そ の 上 に 、 底 層 板 ５ ’ の 係 合 素 子 が 通 す た め の 若 干
の 貫 通 孔 ７ １ が 設 け ら れ 、 こ れ に よ り 、 本 考 案 は 、 必 要 に 応 じ て 高 さ を 調 整 で き 、 ま た 、
平 台 ３ ２ ’ 上 に 放 置 さ れ た 手 が 、 よ り 快 適 に な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ま た 、 図 １ ３ の よ う に 、 本 考 案 は 、 上 層 板 と 底 層 板 に 設 け ら れ た 係 合 素 子 が 、 若 干 の 互 い
に 吸 引 し て 係 合 す る 磁 石 ４ ３ 、 ５ ３ や 図 １ ４ の マ ジ ッ ク テ ー プ （ 登 録 商 標 ） ４ ４ 、 ５ ４ 或
い は 雄 雌 係 合 部 品 等 で あ っ て も よ く 、 こ れ に よ り 、 上 層 板 と 底 層 板 が 互 い に 係 合 で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
ま た 、 本 考 案 に 係 わ る 掛 け 枕 は 、 エ ア を 吹 く 方 式 に よ り 形 成 さ れ て も よ く 、 こ れ に よ り 、
脹 ら み 且 つ 柔 軟 で 回 復 弾 性 が 良 い 特 性 が 得 ら れ 、 ま た 、 そ の 外 側 に 布 カ バ ー を 被 覆 し て も
良 く 、 こ れ に よ り 、 汚 染 か ら 掛 け 枕 を 保 護 で き る だ け で な く 、 布 カ バ ー を 外 し て 清 潔 す る
こ と が 容 易 で あ り 、 そ し て 、 布 カ バ ー の 底 部 に 、 更 に マ ジ ッ ク テ ー プ （ 登 録 商 標 ） が 設 け
ら れ て 、 底 層 板 の マ ジ ッ ク テ ー プ （ 登 録 商 標 ） に 係 合 す る こ と に よ り 、 上 層 板 を 省 略 し て
も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 　 以 上 か ら 分 か る よ う に 、 本 考 案 は 、 次 の 利 点 と 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
掛 け 枕 ３ は 、 人 間 工 学 設 計 で 、 そ し て 、 脹 ら み 且 つ 柔 軟 で 回 復 弾 性 の 良 い 特 性 を 有 す る た
め 、 頭 部 や 頚 部 が 、 よ り 良 い 支 持 が 得 ら れ 、 麻 痺 す る こ と が な い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
手 が 、 平 ら に 掛 け 枕 の 平 台 ３ ２ に 放 置 さ れ る た め 、 肘 が 快 適 に 支 持 さ れ て 、 麻 痺 す る こ と
が な い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
頭 部 を 、 掛 け 枕 の 突 起 部 ３ １ の 上 に 寄 掛 か っ て 休 憩 す る 時 、 頚 椎 が 手 よ り 高 い た め 、 よ り
良 い 休 憩 姿 勢 に な っ て 、 よ り 良 い 休 憩 状 態 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
收 納 が 容 易 で 、 保 管 空 間 が 取 ら な い た め 、 サ ラ リ ー マ ン や 生 徒 等 に 最 適 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 図 １ 】 従 来 の 休 憩 用 枕 の 立 体 図
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【 図 ２ 】 本 考 案 の 第 １ の 実 施 例 の 立 体 分 解 図
【 図 ３ 】 本 考 案 の 第 １ の 実 施 例 の 立 体 図
【 図 ４ 】 本 考 案 の 第 １ の 実 施 例 の 組 立 て 断 面 図
【 図 ５ 】 本 考 案 を 使 用 す る 時 の 参 考 概 念 図
【 図 ６ 】 本 考 案 を 收 納 す る 時 の 立 体 分 解 図
【 図 ７ 】 本 考 案 の 底 層 板 の 係 合 素 子 の 実 施 例 の １
【 図 ８ 】 本 考 案 の 底 層 板 の 係 合 素 子 の 実 施 例 の ２
【 図 ９ 】 本 考 案 の 底 層 板 の 係 合 素 子 の 実 施 例 の ３
【 図 １ ０ 】 本 考 案 の 底 層 板 の 係 合 素 子 の 実 施 例 の ４
【 図 １ １ 】 本 考 案 の 第 ２ の 実 施 例 の 立 体 分 解 図
【 図 １ ２ 】 本 考 案 の 第 ２ の 実 施 例 の 立 体 図
【 図 １ ３ 】 本 考 案 の 上 層 板 と 底 層 板 の 係 合 素 子 の 実 施 例 の １
【 図 １ ４ 】 本 考 案 の 上 層 板 と 底 層 板 の 係 合 素 子 の 実 施 例 の ２
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
従 来
１ 　 　 　 　         支 持 ス タ ン ト
２ 　 　 　 　         掛 け 枕
本 考 案
３ 、 ３ ’ 　         掛 け 枕
３ １ 、 ３ １ ’ 　 　 　 突 起 部
３ ２ 、 ３ ２ ’ 　 　 　 平 台
４ 、 ４ ’ 　         上 層 板
４ １ 　 　 　 　 　 　 　 係 合 槽
４ ３ 、 ５ ３ 、 ６ １ 　 磁 石
４ ４ 、 ５ ４ 、 ６ ６ 　 マ ジ ッ ク テ ー プ （ 登 録 商 標 ）
５ 、 ５ ’ 　         底 層 板
５ １ 　 　 　 　 　 　 　 係 合 突 出
５ ２ 　 　 　 　 　 　 　 折 り 畳 み 部
６ 　 　 　         　 箱
６ ２ 　 　 　 　 　 　 　 雄 係 合 部 品
６ ３ 　 　 　 　 　 　 　 雌 係 合 部 品
６ ４ 　 　 　 　 　 　 　 係 合 部 品
６ ５ 　 　 　 　 　 　 　 掛 け 止 め 紐
７ 　 　 　 　         間 隔 板
７ １ 　 　 　 　 　 　 　 貫 通 孔
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

(10) JP 3127737 U 2006.12.14



【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】
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【 図 １ ４ 】

【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 10月 6日 (2006.10.6)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 ２ 】
当 該 掛 け 枕 が 、 軟 質 の プ ラ ス チ ッ ク 材 質 か ら 作 製 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ に 記 載 の 休 憩 用 枕 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 １ ６ 】
当 該 間 隔 板 が 、 軟 質 の プ ラ ス チ ッ ク 材 質 か ら 作 製 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ ５ に 記 載 の 休 憩 用 枕 。
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【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
請 求 項 ２ の 考 案 は 、 当 該 掛 け 枕 が 、 軟 質 の プ ラ ス チ ッ ク 材 質 か ら 作 製 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 休 憩 用 枕 で あ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 　 本 考 案 は 、 図 ２ と ３ の よ う に 、 掛 け 枕 ３ と 上 層 板 ４ 及 び 底 層 板 ５ が 含 有 さ れ 、 当 該 掛
け 枕 ３ は 、 脹 ら み 且 つ 柔 軟 で 、 回 復 弾 性 の 良 い 軟 性 材 質 に よ り 一 体 成 型 さ れ 、 例 え ば 、 軟
質 の プ ラ ス チ ッ ク 発 泡 体 或 い は ラ テ ッ ク ス 材 質 等 で あ り 、 そ の 中 間 に 、 円 弧
状 の 突 起 部 ３ １ が 設 け ら れ 、 当 該 突 起 部 ３ １ の 両 側 と 後 端 に 、 更 に 、 平 台 ３ ２ が あ り 、 上
層 板 ４ と 底 層 板 ５ と が 、 プ ラ ス チ ッ ク 材 質 で 一 体 成 型 さ れ 、 例 え ば 、 Ａ Ｂ Ｓ や Ｐ Ｐ 或 い は
Ｐ Ｅ 等 で あ り 、 或 い は 、 よ り 厚 い 紙 板 の 外 に プ ラ ス チ ッ ク 皮 革 や 合 成 皮 革 を 被 覆 す る ノ ー
ト ブ ッ ク の 形 態 で あ り 、 両 者 の 間 に 、 若 干 の 互 い に 係 合 で き る 係 合 素 子 が あ り 、 係 合 素 子
は 、 図 ４ の よ う に 、 弾 性 係 合 槽 ４ １ と 係 合 突 出 ５ １ か ら な り 、 当 該 上 層 板 ４ は 、 掛 け 枕 ３
の 底 部 に 粘 着 さ れ 、 底 層 板 ５ の 中 間 に 、 二 つ の 折 り 凹 み 部 ５ ２ が あ り 、 当 該 折 り 凹 み 部 に
よ り 、 Ｕ 文 字 状 や 書 類 挟 み に 折 り 畳 む こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 　 ま た 、 図 １ １ と １ ２ の よ う に 、 本 考 案 は 、 更 に 、 上 層 板 ４ ’ と 底 層 板 ５ ’ と の 間 に 、
間 隔 板 ７ が 設 け ら れ て も 良 く 、 当 該 間 隔 板 ７ は 、 掛 け 枕 ３ ’ と 同 じ 、 脹 ら み 且 つ 柔 軟 で 、
回 復 弾 性 の 良 い 軟 性 材 質 に よ り 一 体 成 型 さ れ 、 例 え ば 、 軟 質 の プ ラ ス チ ッ ク
発 泡 体 或 い は ラ テ ッ ク ス 材 質 等 で あ り 、 そ の 上 に 、 底 層 板 ５ ’ の 係 合 素 子 が 通 す た め の 若
干 の 貫 通 孔 ７ １ が 設 け ら れ 、 こ れ に よ り 、 本 考 案 は 、 必 要 に 応 じ て 高 さ を 調 整 で き 、 ま た
、 平 台 ３ ２ ’ 上 に 放 置 さ れ た 手 が 、 よ り 快 適 に な る 。
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